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＜連絡事項＞
当直医の変更が有りましたのでお知らせします。

6/4（火）金Dr→田名部Dr

6/7（金）田名部Dr→金Dr

6/5西病棟より小笠原美千代様転入予定となっています
栄養士より
本日昼食から、レストラン等で提供するお茶を冷茶へ切り替えます。

＜患者様の連絡事項＞
井上　和美様～昨日の準夜、入浴中に椅子から立ち上がる際ぎっくり腰を
したようだと言われ本人の希望もありスミルスチック1本処方
となっています。
小笠原　文人様～首、膝痛ある為本人の希望にてスミルスチック1本処方になっています。
　　　　　　　　
内田　都影様～不安時の内服薬残包少ない為、主治医よりジアゼパム錠2mg1T２０回分処方となっています。
原　吉郎様～明日の朝からクロザリル錠100mg3錠毎食後、クロザリル錠25mg1T朝食後
継続臨時処方7日分処方となっています。
　　　　　　本日の朝食パン摂取時、口腔内にため込み飲み込めずにいるため、嚥下不
良誤嚥の可能性を考えて主治医に報告。パン禁の指示受けています。
＜要注目患者様＞

・松川　順子様～土曜日に転入後から落ち着かない様子見られています。本日朝食後、ホールに立った状態で詰所を見ている様子みられ声掛けに「何をすればいいか分からない」と答えています。歯磨きする様に伝えるが理解乏しく4～5回同様の事を促し行動しています。また活動、作業に移動の為、他患者様の名前を呼んでいる事に対し「私は」と聞いています。順番で呼名することを伝えると呼ばれるまで待つ事出来ています。食事摂取中は、主食「ごはん」を一気に詰め込む様子が継続して見られ、スタッフ見守り下で摂取しています。配膳、下膳もスタッフ援助によりできています。引き続き活動状況と精神症状観察、食事摂取中の嚥下に注意していきましょう。
・成田　富士子様～血糖測定、インスリン注射は拒否無く実施できています。本日殺傷事件をテレビで観てから幼い時、母親へ父を殺したくなると言った事を思い出したら、悪い事を言ったなと考えてきたら不安が出現し不安時ロラゼパム2㎎1錠頓服朝食後、昼食後服薬しています。午後14時10分頭痛、脱力感、嘔気を訴え血糖測定希望。血糖49mg/dl。低血糖69以下50％ブドウ糖20ml経口摂取様子観察。20分後再測定79mg/dl。嗜好品摂取して頂き状態観察していた。血糖値の声掛けに、手洗いを何度も繰り返し強迫観念見られ、血糖を測る事伝えると、「トイレに行きたい」と言いトイレに入るが排泄に時間がかかる状況見られ行動に纏まらない状態見られていた。15時50分131㎎/dl。値を伝えると、急に丁寧に挨拶し「頭痛少しある」と話されています。
                  引き続き血糖、精神症状、観察していきます。
・高田　マキ様～昨日準夜右下肢の腫脹、発赤、発疹が見られる右足背部は熱感あり、疼痛の訴えありご本人が持っているデルモゾールDO軟膏を塗布し、包帯で保護しています。本人よりスニーカーでは履きづらいため、スリッパで歩行しています。21時45分右下肢痛の疼痛訴え体温測定実施体温37.7℃。当直医深澤Dｒへ上記内容を報告しています。

疼痛時）ロキソプロフェン（60）１T内服とＩＦオダーに疼痛時追加し採血の指示うけています。再検で37.2℃で眠れないと話すが休養が必要な事伝えたあと入眠されています。今朝体温35.4℃。右下腿から足背の腫脹や発赤は持続しているが、疼痛は昨日より「ないが痛痒い」と話されています。6/12定期採血・尿検査の指示の日にち繰り上げ今朝採血と尿検査実施しています。尿検査は異常値なく経過しています。右下肢発赤、発疹、腫脹等持続している為、主治医に報告し来棟。診察し右下肢に傷ない事確認蜂窩織炎の疑いで本日の昼からカロナール錠200㎎6Ｔ、セフジトレンピボキシル錠　3Ｔ3日分臨時処方。右下肢痛続いているが処方された内服薬昼に服用後、活動、作業に出席されています。体温35.9℃で発熱なく経過しています。引き続き、右下肢痛有無や右下肢状態観察していきます。
井上　和美様～昨日の準夜、入浴中に椅子から立ち上がる際ぎっくり腰をしたようだと食事、服薬時前屈姿勢歩行見られています。本人から体位交換や臥床していると楽だと話されています。日中の余暇時、臥床傾向で過ごされ午後の作業療法は作業療法に移動する距離は長いから休みたいと言い欠席しています。ベッドから降りて歩き始めの痛みが強くあるとの事です。
　　　　　　　腰部の腫脹有無確認し転倒のリスクをかんがえ痛みが軽減するまで移動時の対処方法等を検討していきます。
＜受け持ち患者様支援検討＞
・松川　順子様～・転入後から配膳、下膳状況が分からない様子続き他者から行って頂いている為、レストラン移動時1群で移動後、自分で出来るようにスタッフの指導と見守り下で出来る様に関わって行きます。
　　　　　　　　　・洗濯は業洗から個別の洗濯に変更し、曜日を話し合いスムーズに出来る様に関わって行きます。
・高橋　伸治様～・起床後、洗顔の際、セフメイトで洗う場面多々見られています。

　　　　　　　　　本人と相談し使用する事で、マイナス面がある事を理解していただき

　　　　　　　　　花王石鹸使用の必要性を分かって頂く様関わって行き保清面が出来るようアプローチしていきます。
・中野渡　鉄男様～金銭管理の部分でお札を使用し小銭をためている状態が続いている事
　　や金銭の計算が出来ない事を指摘ある為、本人と相談し買い物状況のロールプレイやお金の計算方法を学んでもできないようならスタッフ付添いの買い物か売店での買い物を見極め検討していきます。

　　　　　　　　
